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ji料;:子
ど
も
の
意
見
表
明
権
と
表
現
の
自
由
に
関
す
る
一
考
察

i
l
い
わ
ゆ
る
「
ゲ
ル
ニ
カ
訴
訟
」

〔
は
じ
め
に
〕
|
『
意
見
書
』

の
解
題

以
下
に
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
の
は
、
福
岡
高
等
裁
判
所
平
成
一

O
年

(
行
コ
)
第
二
一
号
・
戒
告
処
分
取
消
請
求
控
訴
事
件
(
控
訴
人
・

x、

被
校
訴
人
・
福
岡
市
教
育
委
員
会
)
に
お
い
て
、
私
が
証
人
と
し
て
一
九

九
九
年
一
月
二
九
日
に
福
岡
高
等
裁
判
所
第
四
民
事
部
で
証
言
す
る
に
あ

の

『
意
見
書
」
か
ら
|
|

中

明

l
 
i
 

'
E
a
E
F
 

た
り
、
事
前
に
提
出
し
た
『
意
見
書
』
で
あ
る
。

本
『
意
見
書
』
の
理
解
に
資
す
る
に
必
要
な
限
り
で
、
裁
判
で
問
題
と

な
っ
て
い
る
事
件
の
概
要
と
裁
判
に
お
け
る
争
点
並
び
に
一
審
・
福
岡
地

方
裁
判
所
判
決
(
一
九
九
八
年
二
月
二
四
日
)
を
、
以
下
に
簡
単
に
紹
介

す
る
。
(
判
決
掲
載
誌
と
し
て
は
、
「
判
例
タ
イ
ム
ズ
」
九
六
五
号
、
二
七

七
頁
以
下
が
あ
る
。
)
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料

(
事
件
の
概
要
)

1 

資

一
九
八
八
(
昭
和
六
一
二
)
年
三
月
一
九
日
、
福
岡
市
立
長
尾
小
学
校
の

卒
業
式
に
お
い
て
、
卒
業
生
ら
は
、
卒
業
制
作
と
し
て
共
同
制
作
し
た
、

ピ
カ
ソ
の
「
ゲ
ル
ニ
カ
」
の
絵
を
模
写
し
た
旗
(
以
下
、
「
ゲ
ル
ニ
カ
の

旗
」
と
い
う
)
を
卒
業
式
場
の
正
面
ス
テ
ー
ジ
に
掲
げ
て
欲
し
い
と
の
意

向
・
希
望
を
校
長
は
じ
め
教
師
ら
に
表
明
し
て
い
た
が
、
前
年
赴
任
し
て

き
た
校
長
は
結
局
こ
れ
を
認
め
ず
、
正
面
ス
テ
ー
ジ
に
は
「
日
の
丸
」
を

掲
げ
、
「
ゲ
ル
ニ
カ
の
旗
」
は
卒
業
生
席
の
背
面
に
掲
げ
た
。
意
向
・
希

望
が
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
一
人
の
卒
業
生
A
が
、
卒
業
式
の

「
君
が
代
」
斉
唱
時
に
着
席
し
、
二
度
に
わ
た
り
「
歌
え
ま
せ
ん
」
と
抗

議
の
意
思
を
表
明
し
、
更
に
卒
業
証
書
授
与
の
際
に
与
え
ら
れ
た
決
意
表

明
の
機
会
に
、
「
私
は
、
ゲ
ル
ニ
カ
を
ス
テ
ー
ジ
に
張
っ
て
く
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
深
く
怒
り
、
そ
し
て
侮
辱
を
感
じ
て
い
ま
す
。
校
長

先
生
は
私
達
に
対
し
て
、
私
達
を
大
切
に
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
~
ょ
う
で

す
。
ゲ
ル
ニ
カ
に
は
、
平
和
へ
の
願
い
や
私
達
の
人
生
へ
の
希
望
を
も
託

し
て
い
た
と
い
う
の
に
、
張
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
「
私
は
、

怒
り
や
屈
辱
を
も
っ
て
卒
業
し
ま
す
。
私
は
絶
対
校
長
先
生
の
よ
う
な
人

間
に
は
な
り
た
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
述
べ
た
と
こ
ろ
、
来
賓
席
か

ら
「
帰
ん
な
さ
い
」
「
と
ぼ
く
る
な
」
等
の
野
次
が
あ
り
、
式
は
し
ば
し

-
L
:・。

語
壬
口

L
丈

こ
の
意
見
表
明
と
発
言
を
し
た
A
の
学
級
担
任
で
あ
る

X
が、

A
の一

度
目
の
「
君
が
代
」
拒
否
の
発
言
の
後
に
着
席
し
、
更
に
、
退
場
の
際
に

右
手
こ
ぶ
し
を
振
り
上
げ
た
こ
と
が
、
教
育
公
務
員
と
し
て
の
信
用
失
墜

行
為
に
あ
た
る
と
し
て
、
同
年
六
月
二
七
日
、
福
岡
市
教
育
委
員
会
か
ら

地
方
公
務
員
法
二
九
条
一
項
に
よ
り
戒
告
処
分
を
受
け
た
の
で
、

X
は
処

分
が
事
実
誤
認
に
基
づ
く
違
法
な
も
の
で
あ
る
等
と
し
て
、
処
分
取
消
請

求
を
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
処
分
理
由
書
に
お
い
て
は
、
「
卒
業
証
書
授

与
の
際
の
児
童
の
不
適
切
な
発
言
等
も
あ
り
、
卒
業
式
が
正
常
な
進
行
と

は
い
え
な
い
な
か
・
・
・
」
と
明
記
さ
れ
て
い
た
。

2 

(
争
点
)

(
一
)
本
件
処
分
は
事
実
誤
認
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
否
か
。

①
卒
業
式
の
式
次
第
は
事
前
に
決
め
ら
れ
て
い
た
か
否
か
。

②
卒
業
式
の
「
君
が
代
」
斉
唱
時
に
お
け
る
担
任
教
師
の
着
席
が
、
担

任
の
児
童
の
「
君
が
代
」
斉
唱
を
拒
否
す
る
と
の
発
言
及
、
ぴ
着
席
に

呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
か
否
か
。

卒
業
式
の
式
場
か
ら
担
任
教
師
が
退
場
す
る
際
に
右
手
こ
ぶ
し
を
振

り
上
げ
た
か
否
か
。

③ 

ミ予
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④ 

児
童
の
発
言
が
不
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
。

(
二
)
本
件
処
分
は
公
正
さ
・
を
欠
く
違
法
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
。

3 

(
一
審
判
決
の
要
旨
)

(
二
事
実
誤
認
の
点
に
つ
い
て

① 

儀
式
的
行
事
の
運
営
事
項
の
決
定
権
限
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
法

二
八
条
三
項
が
「
校
長
は
、
校
務
を
つ
か
さ
ど
り
、
所
属
職
員
を
監

督
す
る
」
と
定
め
る
ほ
か
に
特
別
の
規
定
は
存
在
せ
ず
、
卒
業
式
の

式
次
第
決
定
権
限
も
校
長
に
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
本

件
卒
業
式
の
式
次
第
は
職
員
会
議
で
の
合
意
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、

卒
業
式
の
開
始
前
に
は
校
長
の
権
限
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
た
と

認
め
ら
れ
る
。

A
は
教
頭
の
「
国
家
斉
唱
」
の
声
と
と
も
に
着
席
し
、
そ
の
後
短
時

間
の
う
ち
に
二
回
に
わ
た
っ
て
「
歌
え
ま
せ
ん
」
と
叫
ん
だ
が
、

X

の
着
席
は
A
の
着
席
及
ぴ
一
回
目
の
「
歌
え
ま
せ
ん
」
の
後
の
短
時

間
の
う
ち
に
、
客
観
的
に
こ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
行
わ
れ
た

も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

② 

③ 

X
は
本
件
卒
業
式
終
了
後
、
卒
業
生
を
引
率
し
て
退
場
す
る
際
、
右

手
で
こ
ぶ
し
を
つ
く
っ
て
か
か
げ
、
そ
の
状
態
で
式
場
か
ら
退
場
し

た
が
、

X
の
挙
手
の
態
様
が
う
つ
む
き
加
減
に
右
手
こ
ぶ
し
を
か
か

げ
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
卒
業
式
に
お
い
て
混
乱
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、

X
の
挙
手
は
来
賓
や
保
護
者
に
対
す
る
抗
議
な
い
し
勝

利
の
意
思
表
示
と
評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

本
件
処
分
は
X
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、

A
に
対
す
る
も
の
で
は
な

い
。
処
分
理
由
中
の
「
児
童
の
不
適
切
な
発
言
等
も
あ
り
」
の
部
分

は
、
本
件
卒
業
式
が
「
正
常
な
進
行
と
は
い
え
な
」
か
っ
た
こ
と
の

例
と
し
て
、
卒
業
証
書
授
与
の
際
の

A
の
発
言
を
挙
げ
た
も
の
と
認

め
ら
れ
、

X
の
行
為
の
内
容
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。

A
の
決
意
表
明
は
、
小
学
校
生
活
の
締
め
く
く
り
と
し
て
の
卒
業

式
の
場
に
相
応
し
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
、
常
識
的
に
み

て
適
切
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
子
ど
も
の
意
見
表
明
の
権

利
は
、
時
、
場
所
、
内
容
、
方
法
等
の
具
体
的
態
様
に
よ
っ
て
当
該

意
見
表
明
行
為
と
し
て
の
表
現
行
為
に
内
在
す
る
制
約
が
存
在
す
る

こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
意
見
表
明
行
為
が
社
会
通
念
上
否
定
的
に
評

価
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
「
ゲ
ル
ニ
カ
の
旗
」

を
卒
業
式
場
の
正
面
ス
テ
ー
ジ
に
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
希
望
が

叶
え
ら
れ
な
か
っ
た
心
情
は
理
解
で
き
る
が
、

A
の
発
言
が
卒
業
証

④ 
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料

書
授
与
の
際
の
決
意
表
明
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ

ば
、
適
切
な
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、

A

の
発
言
の
み
な
ら
ず
来
賓
等
の
野
次
も
卒
業
式
混
乱
の
一
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
件
処
分
理
由
中
の
表
現
は
舌
足
ら
ず

な
も
の
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

資

(
二
)
本
件
処
分
は
公
正
さ
を
欠
く
違
法
な
も
の
で
は
な
い
。
(
略
)

音訓

書

見

目

次

一
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
成
立
の
経
緯

二
、
子
ど
も
の
意
見
表
明
権
と
は
な
に
か

三
、
子
ど
も
の
「
意
見
表
明
権
」
と
「
表
現
の
自
由
」
と
の
関
係

四
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
法
的
効
力

五
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
批
准
前
の
子
ど
も
の
「
意
見
表
明
権
」

(
な
お
、
以
上
の
各
項
目
は
、
控
訴
人
代
理
人
に
よ
り
、
予
め
「
証
人

尋
問
事
項
」
第
二
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
)

一
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
成
立
の
経
緯
l
二
つ
の
世
界
大
戦
を
経
て

一
九

O
O年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
エ
レ
ン
・
ケ
イ

(
E
S
宮
司

一
八
四
九
年
1
一
九
二
六
年
、
教
育
学
者
で
婦
人
解
放
運
動
の
指
導
者
)

は
、
「
子
ど
も
の
世
紀
』

(
W
S
S
E
E
B号
と
題
す
る
一
冊
の
書
物

を
著
し
た
。
こ
の
象
徴
的
な
タ
イ
ト
ル
が
つ
け
ら
れ
た
書
物
で
、
彼
女

は
、
「
二

O
世
紀
は
、
子
ど
も
の
世
紀
で
あ
る
」
と
喝
破
し
、
予
吾
一
目
し
た
。

し
か
し
、
彼
女
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
た
こ
の
予
言
は
、
そ
の
後
、
二

つ
の
世
界
大
戦
に
よ
る
子
ど
も
の
受
難
と
い
う
痛
苦
の
体
験
を
経
て
、

曲
折
し
た
茨
の
道
を
辿
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

2
.
国
際
社
会
が
は
じ
め
て
子
ど
も
の
権
利
に
注
目
し
こ
れ
を
保
障
し
よ

う
と
し
た
の
は
、
一
九
二
四
年
に
国
際
連
盟
で
採
択
さ
れ
た
「
子
ど
も

の
権
利
に
関
す
る
宣
言
」
(
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
)
に
お
い
て
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
「
人
類
は
、
子
ど
も
に
対
し
て
最
善
の
も
の
を
与
え
る
義

l 

。
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務
を
負
っ
て
い
る
」
こ
と
が
う
た
わ
れ
、
子
ど
も
を
特
別
に
保
護
す
る

目
的
で
五
つ
の
原
則
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第
一
次
世
界
大

戦
に
お
い
て
、
多
く
の
子
ど
も
が
戦
争
の
被
害
を
受
け
た
と
い
う
事
実

を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
人
類
は
こ
の
宣
言
の
舌
の
根
も
乾
か
な
い
う
ち
に
、
再
び

第
二
次
世
界
大
戦
を
引
き
起
こ
し
た
。
戦
争
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
犠

牲
は
一
層
広
が
り
、
多
く
の
子
ど
も
が
生
命
を
奪
わ
れ
た
。
人
類
は
、

子
ど
も
に
対
し
て
二
度
に
わ
た
り
、
戦
争
と
い
う
「
最
悪
の
も
の
を
与

え
た
」
の
で
あ
る
。

q
J
 

一
九
四
八
年
二
一
月
一

O
日
、
国
際
連
合
総
会
は
、
「
世
界
人
権
宣

言
」
を
採
択
し
た
。
金
三

O
条
か
ら
な
る
同
宣
言
は
、
子
ど
も
に
も
言

及
し
て
い
る
。

「
母
と
子
と
は
、
特
別
の
保
護
及
び
援
助
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

す
べ
て
の
児
童
は
、
嫡
出
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
同
じ
社
会
的
保

護
を
受
け
る
』
(
二
五
条
二
項
)
。

「
親
は
、
子
に
与
え
る
教
育
の
種
類
を
選
択
す
る
優
先
的
権
利
を
有

す
る
」
(
二
六
条
三
項
)
「
す
べ
て
の
人
は
、
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有

す
る
」
「
教
育
は
、
人
格
の
完
全
な
発
展
並
び
に
人
権
及
び
基
本
的
自

由
の
強
化
を
目
的
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
二
六
条
一
、
二
項
}

0

4
.

一
九
五
九
年
一
一
月
二

O
目
、
国
際
連
合
総
会
は
、
「
子
ど
も
の
権

利
宣
言
」
を
採
択
し
た
。
宣
言
は
、
「
人
類
は
、
子
ど
も
に
対
し
て
最

善
の
も
の
を
与
え
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
」
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た

あ
と
、
子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
一

O
の
原
則
を
具
体
的
に
明
ら
か

に
し
た
。
子
ど
も
の
権
利
宣
言
は
、
「
子
ど
も
は
、
こ
の
宣
言
に
掲
げ
る
す
べ

て
の
権
利
を
輩
有
す
る
も
の
と
す
る
」
(
原
則
こ
と
し
て
、
明
確
に

子
ど
も
を
権
利
の
享
有
主
体
と
捉
え
て
お
り
、
そ
の
う
え
で
、
「
子
ど

も
は
、
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。
:
・
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
は
、

子
ど
も
の
教
育
及
び
指
導
の
責
任
を
負
う
者
の
指
導
原
理
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
(
原
則
七
)
と
定
め
て
、
子
ど
も
の
教
育
へ
の
権
利
を
承

認
す
る
と
と
も
に
、
教
育
責
任
を
負
う
者
の
指
導
原
理
が
「
子
ど
も
の

最
善
の
利
益
」
の
実
現
に
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
。
「
子
ど
も
の
最
善

の
利
益
」
(
官
官

a
E
g一
個
忠
良
雪

n
E
S
は
、
子
ど
も
の
権
利
に
か

か
わ
る
国
・
関
係
当
事
者
の
す
べ
て
が
負
う
根
本
的
な
指
導
原
理
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
。

5
.
国
際
連
合
総
会
は
、
一
九
六
六
年
に
は
「
経
済
的
、
社
会
的
及
、
ぴ
文

化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
(
以
下
、
「
社
会
権
規
約
」
と
い
う
)
」

と
「
市
民
的
及
び
，
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
(
以
下
「
自
由
権

規
約
」
と
い
う
こ
を
採
択
し
た
。
日
本
も
一
九
七
九
年
に
こ
れ
を
批

准
し
た
た
め
、
同
年
九
月
二
一
日
よ
り
、
二
つ
の
条
約
は
国
内
法
的
効

北法50(2・47)239



料

カ
を
生
じ
た
d

。

資

こ
れ
ら
の
粂
約
は
、
「
す
べ
て
の
人
」
の
権
利
を
国
際
的
に
保
障
し

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
も
と
よ
り
子
ど
も
も
そ
の
対
象
と
じ
て
含

ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
は
、
現
実
に
は
そ
の
有
す
る
人
権
を

侵
さ
れ
や
す
く
、
戦
争
・
貧
困
・
飢
餓
な
ど
の
悲
惨
な
被
害
は
ま
ず
子

ど
も
に
生
じ
る
の
で
、
子
ど
も
に
は
、
お
と
な
と
は
別
に
、
個
別
に
そ

の
権
利
を
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
国
際
社
会
の
共
通
感
覚
と

な
っ
た
。

国
際
連
合
総
会
は
、
一
九
七
六
年
一
二
月
二
一
目
、
「
一
九
七
九
年

を
『
国
際
児
童
年
』
と
す
る
」
と
決
定
し
た
。

6
.

一
九
七
八
年
、
翌
年
の
国
際
児
童
年
(
「
子
ど
も
の
権
利
宣
言
』
二

O
周
年
)
を
前
に
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
国
際
連
合
・
人
権
委
員
会

に
対
し
て
「
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
約
草
案
」
を
提
出
し
た
。
ポ
ー

ラ
ン
ド
が
子
ど
も
の
権
利
条
約
草
案
を
提
案
し
た
の
は
、
二
度
に
わ
た

る
世
界
大
戦
に
お
い
て
、
二
百
万
人
を
越
え
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
子
ど
も

が
生
命
を
奪
わ
れ
た
こ
と
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
か
ら
集
め
ら
れ
た
何
百

万
人
も
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
子
ど
も
が
、
ナ
チ
ス
に
よ
り
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
中

に
設
け
ら
れ
た
ゲ
ッ
ト
l
に
お
い
て
殺
さ
れ
た
、
と
い
う
事
実
へ
の
深

い
反
省
か
ら
で
あ
る
。
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
な
ぜ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

は
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
提
案
し
た
の
か
』
、
『
季
刊
・
教
育
法
』
九
二

}
七
貰
以
下
に
詳
し
い
。

)

ω

。，u

こ
の
提
案
に
対
し
て
、
多
数
の
加
盟
国
や
国
際
組
織
(
ユ
ニ
七
フ
、
制

I
L
Oな
ど
可

N
G
Oが
見
解
を
述
べ
た
が
、
と
り
わ
け
困
難
な
状
仰
戸

hυ

況
下
マ
生
き
て
い
る
子
ど
も
た
ち
|
武
力
紛
争

Eお
か
れ
た
子
ど
も
、
峨

難
民
の
子
ど
も
、
障
害
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
、
少
数
民
族
の
子
ど
も
、

少
年
犯
罪
者
な
ど
l
の
問
題
や
、
子
ど
も
の
市
民
的
自
由
へ
の
考
慮
が

必
要
だ
、
と
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
取
り
入

れ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
二
度
目
の
条
約
草
案
を
作
成
し
、
一
九
七
九
年

一
O
月
五
日
に
、
再
び
国
際
連
合
・
人
権
委
員
会
に
提
出
し
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
が
提
案
し
た
「
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
約
改
訂
案
」

に
基
づ
い
て
、
国
際
連
合
・
人
権
委
員
会
は
、
作
業
部
会
(
ワ
ー
キ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
)
を
設
置
し
て
、
条
約
案
の
審
議
を
は
じ
め
た
。
作
業

部
会
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
ダ
ム
・
ウ
オ
パ
ト
カ

(
E
B
E宮
苦
)

が
議
長
と
な
っ
て
、
十
一
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
各
条
文
毎
に
慎
重
に

審
議
を
重
ね
た
。

m
d
 号

一
九
八
九
年
一
一
月
二

O
日
(
「
子
ど
も
の
権
利
宣
言
」
主

O
周
年
)
、

第
四
四
回
・
国
際
連
合
総
会
は
、
「
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」

(の

gdき
位
。
国
富
野
町
田
魯
獄
。
内
野
叩
Q
E
E
政
府
訳
で
は
、
「
児
童
の
権

利
に
関
す
る
粂
約
」
。
以
下
、
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
と
い
う
)
を
、

全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

‘ 
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子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、
前
文
と
五
四
条
か
ら
な
る
条
約
で
あ
り
、

人
間
で
あ
れ
ば
誰
も
が
必
ず
通
過
す
る
「
子
ど
も
期
」
に
お
け
る
権
利

の
全
分
野
を
網
羅
し
た
包
括
的
・
体
系
的
な
人
権
章
典
と
し
て
定
め
ら

れ
た
、
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
国
際
文
書
で
あ
る
。

条
約
の
採
択
に
あ
た
り
、
ハ
ピ
エ
ル
・
ペ
レ
ス
・
デ
ク
エ
ヤ
ル
国
際

連
合
事
務
総
長
(
当
時
)
は
、
「
社
会
が
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
に
接
す

る
か
は
、
社
会
が
子
ど
も
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
や
さ
し
さ
と
心
遣
い

を
反
映
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
の
正
義
に
対
す
る
信
念
、
未

来
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
若
い
世
代
の
た
め
に
人
類
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
熱
意
の
程
度
を
示
し
て
い
る
」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
発
し
た
。
ま
た
、
ユ
ニ
セ
フ
の
ジ
ェ

l
ム
ズ
・
グ
ラ

ン
ト
事
務
局
長
(
当
時
)
も
、
こ
の
条
約
は
「
子
ど
も
の
た
め
の
『
マ

グ
ナ
・
カ
ル
タ
』
で
あ
り
、
『
子
ど
も
最
優
先
の
原
則
』
を
順
守
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
世
界
的
な
決
意
の
現
れ
」
で
あ
る
、
と
述
べ

て
い
る
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、
国
際
条
約
と
し
て
は
異
例
と
も
い
え
る
早

さ
で
多
く
の
国
々
の
賛
同
を
得
た
た
め
、
翌
一
九
九

O
年
九
月
二
日
に

は
、
正
式
に
条
約
と
し
て
発
効
し
た
(
四
九
条
-
項
)
。

8
.
日
本
政
府
は
、
一
九
九

O
年
九
月
二
一
目
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
に

署
名
し
(
一

O
九
番
目
の
署
名
国
)
、
国
会
で
の
承
認
を
経
て
、
一
九

九
四
年
四
月
二
一
一
日
に
批
准
書
を
国
際
連
合
事
務
総
長
に
寄
託
し
た

(
一
五
人
番
目
の
締
約
国
)
。
そ
の
三

O
日
後
の
同
年
五
月
二
二
日
、

子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、
園
内
法
的
効
力
を
生
じ
る
に
至
っ
た
(
四
九

条
二
項
)
。

二
、
子
ど
も
の
意
見
表
明
権
と
は
な
に
か

1
.
子
ど
も
の
権
利
条
約
一
一
一
条
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

「
一
、
締
約
国
は
、
自
己
の
意
見
を
形
成
す
る
能
力
の
あ
る
児
童
が
そ

の
児
童
に
影
響
を
及
ぼ
す
す
べ
て
の
事
項
に
つ
い
て
自
由
に
自
己
の

意
見
を
表
明
す
る
権
利
を
篠
保
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
児
童

の
意
見
は
、
そ
の
児
童
の
年
齢
及
び
成
熟
度
に
従
っ
て
相
応
に
老
虐

さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

二
、
こ
の
た
め
、
児
童
は
、
特
に
、
自
己
に
影
響
を
及
ぼ
す
あ
ら
ゆ

る
司
法
上
及
、
ぴ
行
政
上
の
手
続
に
お
い
て
、
国
内
法
の
手
続
規
則
に

合
致
す
る
方
法
に
よ
り
直
接
に
又
は
代
理
人
若
し
く
は
適
当
な
団
体

を
通
じ
て
聴
取
さ
れ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
。
」
(
政
府
訳
)

こ
の
よ
う
に
定
め
た
一
二
条
は
、
「
子
ど
も
に
影
響
を
及
ぼ
す
す
べ

て
の
事
項
」
に
つ
い
て
、
子
ど
も
自
身
に
「
自
・
由
に
自
己
の
意
見
を
表

明
す
る
権
利
」
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
表
明
さ
れ
た
意
見
を
そ
の
子

司島
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料

ど
も
の
「
年
齢
及
ぴ
成
熟
度
に
従
っ
て
適
正
に
重
視
す
る
」
こ
と
を
義

務
づ
け
た
も
の
と
し
て
画
期
的
な
意
義
を
有
す
る
、
と
受
け
止
め
ら
れ

て
い
る
。

資

2
.
こ
の
子
ど
も
の
意
見
表
明
権
の
深
い
意
義
を
正
確
に
捉
え
る
た
め
に

は
、
ま
ず
、
こ
の
条
項
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
も
っ
て
制
定
さ
れ
た
の

か
、
そ
の
審
議
経
過
を
た
ど
る
必
要
が
あ
る
。
(
以
下
の
審
議
経
過
の

検
討
は
、

g
g田
宮
E
n
w
(邑
)
・
耳
目

c
g
E
E
5
5
の
g
g
g
o国
富

野
田
恒
明
言
。
向
島
岡
町
。

ER同
日
〉
。
g
a
m
S
島
お
」

g
g
E
P恥宮
SHas--

(
宮
崎

g
g
z
u
v
o
R
E
e回目
zap-wS)
を
主
た
る
資
料
と
す
る
。
)

一
九
七
九
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
よ
る
条
約
改
訂
案
七
条
は
、
次
の
よ

う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。

「
締
約
国
は
、
自
己
の
意
見
富
士
】

S
S
S
)
を
形
成
す
る
こ
と

の
で
き
る
子
ど
も
に
、
そ
の
人
格
に
関
す
る
事
項
、
特
に
婚
姻
、
職
業

の
選
択
、
医
療
、
教
育
及
、
び
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
、
自
己
の
見
解
を
表
明
す
る
権
利
(
号
伸
身

z
e
a司自
a
z
z

。喝仲良

S)
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
田
町
島

g白
伊
豆
。
」

こ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
案
に
対
し
て
、
大
要
次
の
よ
う
な
修
正
案
が
出
さ

れ
、
検
討
が
加
え
ら
れ
た
。

ω
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
子
ど
も
が
意
見
を
表
明
し
て
も
そ
れ
が
無

祝
さ
れ
た
の
で
は
意
味
を
持
た
な
い
の
で
、
子
ど
も
の
年
齢
と
成
熟

度
に
相
応
し
て
子
ど
も
の
意
向
を
適
正
に
重
視
す
る
規
定
が
必
要
で

あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
一
文
を
追
加
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

「
す
べ
て
の
そ
の
よ
う
な
事
項
に
お
い
て
は
、
そ
の
子
ど
も
の
意
向

(
豆
島
属
国
)
は
そ
の
年
齢
と
成
熟
度
に
従
っ
て
適
正
に
重
視
(
骨
相

耳
目
仙
普
同
)
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

こ
の
提
案
は
、
基
本
的
に
支
持
さ
れ
て
、
一
項
本
文
に
追
加
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
ア
メ
リ
カ
は
、
列
挙
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
人
格
に
関
す
る
事
項

を
拡
げ
、
「
宗
教
、
政
治
的
・
社
会
的
信
念
、
良
心
の
問
題
、
文
化

的
・
芸
術
的
事
項
」
「
旅
行
、
居
住
地
」
を
追
加
す
る
修
正
案
を
提

出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
多
く
の
国
は
、
む
し
ろ
、
子
ど
も
に
意

見
を
表
明
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
事
項
は
列
挙
さ
れ
て
い
る
事
項
に
限

ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら
、
列
挙
事
項
は
削
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
、
と
述
べ
た
。
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
は
、
「
事
項

E宮
崎
と
の
前

に
「
す
べ
て
の
包
ど
と
い
う
文
言
を
挿
入
す
る
こ
と
を
提
案
し
、

受
け
入
れ
ら
れ
た
。

。。

ア
メ
リ
カ
は
又
、
「
効
果
的
に
か
つ
非
暴
力
的
に
(
伺

R
o
a
g
q

g内回目。中
ι4FO
】
自
身
)
」
意
見
を
表
明
す
る
と
の
修
正
案
を
提
案
じ
た

が
、
他
の
国
よ
り
子
ど
も
は
人
権
規
約
や
そ
の
他
の
法
的
文
書
に

お
い
て
個
人
が
享
受
す
る
自
由
に
匹
敵
す
る
程
度
の
自
由
を
持
つ

北法50(2・50)242
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べ
き
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
意
見
表
明
に
制
限
を
加
え
る

こ
と
を
反
対
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
カ
ナ
ダ
の
提
案
に
よ
り
、
「
意

見
」
の
後
に
「
自
由
に
宮
色
可
」
が
付
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

凶
ソ
連
や
日
本
は
、
「
子
ど
も
に
影
響
を
及
ぼ
す
」
を
、
「
子
ど
も
の

権
利
に
影
響
を
及
ぼ
す
」
と
い
う
意
味
に
理
解
す
る
と
述
べ
た
が
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
そ
れ
で
は
条
約
の
中
で
権
利
と
し
て
カ
バ
ー
さ

れ
て
い
な
い
が
な
お
子
ど
も
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
事
項
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
と
述
べ
て
、
反
対
し
た
。
ソ
連
・

日
本
・
中
国
は
採
択
に
あ
た
り
、
留
保
し
た
。

同
ア
メ
リ
カ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
改
訂
草
案
三
条
を
修
正
し
て
三
条
二

項
と
し
て
、
「
判
断
能
力
の
あ
る
年
齢
に
達
し
た
子
ど
も

(
n
F
E
E

回
開
。
。
時
同

g
gロ
)
に
影
響
を
及
ぼ
す
す
べ
て
の
司
法
上
ま
た
は
行
政

上
の
手
続
に
お
い
て
、
そ
の
手
続
の
独
立
の
当
事
者
と
し
て
子
ど
も

の
意
見
が
聞
か
れ
る
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
意

見
は
権
限
あ
る
機
関
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

の
条
項
を
提
案
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
「
判
断
能
力
の
あ
る
年
齢
に

達
し
た
」
を
「
自
己
の
意
見
を
形
成
す
る
能
力
の
あ
る
」
に
変
え
、

「
独
立
の
」
を
削
除
し
、
「
聞
か
れ
る
」
の
後
に
「
直
接
ま
た
は
代

理
人
に
よ
っ
て
間
接
に
」
を
付
加
す
る
な
ど
の
修
正
案
が
出
さ
れ
、

こ
れ
が
第
一
読
会
案
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
第
二
読
会
に
お
い
て
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
意
見
と
い
う
言
葉
が

i
g目、
8
E
S、

呈
毎
回
目
と
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
の
を
、
す
べ
て
忌
叩
垣
間
に
統
一
す

る
と
と
も
に
、
第
一
読
会
案
に
若
干
の
手
を
加
え
、
現
二
項
と
同
じ

内
容
の
条
項
案
を
七
条
二
項
と
し
て
追
加
す
る
と
い
う
修
正
案
を
提

出
し
た
。
こ
の
修
正
案
に
つ
い
て
も
、
種
々
の
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、

最
終
的
に
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
当
初
案
に
落
ち
つ
い
た
。

3
.
以
上
の
審
議
経
過
か
ら
は
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

①
子
ど
も
の
意
見
な
い
し
意
向
は
、
適
正
に
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
明
確
に
定
め
ら
れ
た
。

②
子
ど
も
の
人
格
に
関
す
る
事
項
は
、
結
局
す
べ
て
の
事
項
に
及
ぶ
こ

と
に
な
っ
た
。

③
子
ど
も
の
意
見
表
明
は
、
制
限
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
表
明

さ
れ
う
る
こ
と
に
な
っ
た
。

④
「
子
ど
も
に
影
響
を
及
ぼ
す
す
べ
て
の
事
項
」
は
、
子
ど
も
の
権
利

に
影
響
を
及
ぼ
す
事
項
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
広
く
権
利
と
い
う
形

で
規
定
さ
れ
な
い
事
項
も
含
む
も
の
と
さ
れ
た
。

⑤
判
断
能
力
の
あ
る
年
齢
に
よ
る
区
分
が
放
棄
さ
れ
て
、
自
己
の
意
見

を
形
成
す
る
能
力
と
な
っ
た
の
で
、
意
見
表
明
権
の
主
体
は
、
是
非

善
悪
の
弁
識
能
力
よ
り
も
低
い
も
の
も
含
む
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

そ
の
能
力
の
有
無
は
、
個
々
の
子
ど
も
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
べ
き
で

4・
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料資

一
律
に
年
齢
の
尺
度
を
一
不
さ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

⑥
「
意
見
」
「
見
解
」
を
示
す

8
E
S
で
は
な
く
て
、
「
見
方
」
「
考

え
方
」
を
示
す

ig?に
統
-
さ
れ
た
の
で
、
「
見
解
を
形
成
す
る
能

力
」
と
い
う
よ
り
は
、
広
く
「
考
え
を
形
成
す
る
能
力
」
が
あ
れ

ば
足
り
る
と
さ
れ
た
。

⑦
一
項
は
自
己
の
意
見
を
形
成
す
る
能
力
の
あ
る
子
ど
も
に
意
見
表
明

権
を
保
障
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
二
項
は
意
見
を
形
成
す
る
能
力

の
な
い
子
ど
も
に
も
代
理
人
ま
た
は
適
切
な
団
体
を
通
し
て
聴
問
を

受
け
る
機
会
を
保
障
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
対
象
と
な
る
子
ど
も
は

一
項
よ
り
も
広
い
こ
と
に
な
っ
た
。

4
.
こ
の
よ
う
に
、
二
一
条
は
、
子
ど
も
が
自
己
に
影
響
を
及
ぼ
す
す
べ

て
の
事
項
の
決
定
過
程
に
お
い
て
自
分
の
意
見
を
表
明
し
て
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
宇
保
障
す
る
と
と
も
に
、
表
明
さ
れ
た
子
ど
も
の
意
見

を
そ
の
子
ど
も
の
年
齢
や
成
熟
度
に
従
っ
て
適
正
に
重
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
義
務
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
子
ど
も
に
関
す
る
す
べ

て
の
措
置
を
と
る
に
あ
た
っ
て
・
・
・
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
が
第
一

次
的
(
司
宮
高
司
)
に
考
慮
さ
れ
る
」
(
三
条
一
項
)
場
合
の
判
断
基
準

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

意
見
表
明
権
は
、
子
ど
も
に
自
己
に
影
響
を
及
ぼ
す
す
べ
て
の
事
項

を
自
ら
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
(
自
己
決
定
機
・
人
格
的
自
律

あ
り
、

権
)
ま
で
保
障
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
決
定
過
程
に
お
い
て
意

見
を
表
明
し
、
そ
の
意
見
の
適
正
な
重
視
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

決
定
過
程
へ
の
参
加
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
成
長
過
程

に
あ
る
子
ど
も
の
独
自
性
を
尊
重
し
て
、
子
ど
も
に
よ
る
権
利
の
自
律

的
行
使
を
正
当
に
取
り
扱
い
、
将
来
の
独
立
し
た
権
利
行
使
(
自
己
決

定
権
・
人
格
的
自
律
権
)
に
?
な
が
る
子
ど
も
固
有
の
権
利
と
し
て
捉

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
国
は
子
ど
も
の
意
見
表
明
権
を
保
障
す
る
義
務
を
負

う
(
寄
島

8
2
5
)
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
教
育
行
政
当
局
や
国
公
立

の
学
校
な
ど
が
こ
れ
を
履
行
す
る
義
務
を
負
う
だ
け
で
な
く
、
父
母
や

私
立
学
校
な
ど
に
も
こ
れ
を
履
行
さ
せ
る
義
務
を
負
っ
た
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

国
が
保
障
義
務
を
負
う
子
ど
も
の
意
見
表
明
の
対
象
は
、
子
ど
も
に

影
響
を
及
ぼ
す
す
べ
て
の
事
項
で
あ
り
、
し
か
も
権
利
に
影
響
を
及
ぼ

す
事
項
に
限
ら
れ
ず
、
子
ど
も
に
事
実
上
の
利
害
関
係
が
あ
る
事
項
も

広
く
含
む
こ
と
と
な
っ
た
。
意
見
表
明
の
対
象
ほ
無
限
定
な
も
の
と
な
っ

た
が
、
教
育
事
項
な
ど
当
初
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
案
に
既
に
含
ま
れ
て
い
た

特
定
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
留
意
し
て
考
撞
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
対
象
と
さ
れ
た
教
育
事
項
の
範
閤
・
内
容
に
つ
い
て
も
限
定
さ
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れ
て
い
な
い
の
で
、
子
ど
も
の
教
育
過
程
に
お
い
て
事
実
上
影
響
を
与

え
る
も
の
も
含
め
て
、
教
育
上
の
す
べ
て
の
措
置
に
及
ぶ
。
卒
業
式
は
、

学
校
教
育
過
程
の
終
了
に
際
し
て
行
わ
れ
る
行
事
で
あ
り
、
子
ど
も
の

成
長
の
節
目
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
必
歪
で
あ
る
か
ら
、
意

見
表
明
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
子
ど
も
は
「
自
由
に
」
自
己
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
は
意
見
の
表
明
を
制
約
し
た
り
、
妨
げ
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
不
作
為
義
務
を
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
表
明
さ
れ
た
子
ど
も
の
意
見
を
「
年
齢
及
び
成
熟
度
に
従
っ

て
適
正
に
重
視
す
る
」
と
は
、
国
が
子
ど
も
の
意
見
を
「
適
正
に
重
視

す
る
」
と
い
う
作
為
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ

の
作
為
義
務
は
意
見
表
明
権
の
受
け
手
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

学
校
も
当
然
に
そ
の
受
け
手
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
具
体
的
な
事
案
に

お
い
て
、
学
校
も
こ
れ
を
負
う
こ
と
が
あ
る
。

「
適
正
に
重
視
す
る
」
と
は
、
子
ど
も
に
か
か
わ
る
事
項
を
決
定
す

る
に
あ
た
っ
て
、
表
明
さ
れ
た
子
ど
も
の
意
見
を
、
そ
の
表
明
が
な
さ

れ
た
一
連
の
経
緯
・
状
況
な
ど
を
も
十
分
に
ふ
ま
え
て
、
そ
の
内
に
存

す
る
真
の
意
義
に
沿
っ
て
正
確
に
把
握
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
把
握
さ

れ
た
子
ど
も
の
意
見
に
従
っ
た
場
合
に
そ
の
子
ど
も
に
生
じ
る
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
を
、
そ
の
子
ど
も
の
「
最
善
の
利
益
」
の
実
現
と
い
う
観
点

に
照
ら
し
て
精
査
・
検
討
し
、
そ
の
結
果
、
そ
の
子
ど
も
の
自
律
そ
の

も
の
に
取
り
か
え
し
が
き
か
な
い
ほ
ど
害
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
な
い
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
以
外

の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
意
見
を
、
実
質
的
な
か
た
ち
で
あ
れ
、
で

き
る
だ
け
実
現
す
る
よ
う
に
積
極
的
に
努
力
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
な
お
、
「
年
齢
及
、
ぴ
成
熟
度
に
従
っ
て
」
は

「
適
正
に
重
視
す
る
」
際
に
こ
れ
を
限
定
す
る
趣
旨
で
付
加
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
子
ど
も
が
成
長
過
程
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
む
し

ろ
子
ど
も
の
成
長
に
期
待
す
る
積
極
的
な
意
味
が
こ
め
ら
れ
た
も
の
と

し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
「
適
正
に
重
視
す
る
」
と
い
う
作
為
義
務
は
手
続
的
性
格
を

持
つ
も
の
で
あ
り
、
受
け
手
の
具
体
的
対
応
と
相
関
関
係
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
表
明
さ
れ
た
意
見
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
「
子
ど
も
の
最
善
の

利
益
」
と
い
う
観
点
に
照
ら
し
て
適
切
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合

に
は
、
子
ど
も
に
対
し
て
、
そ
の
意
見
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

理
由
・
事
情
な
ど
を
明
示
し
て
誠
実
に
説
明
す
る
責
務
を
果
た
す
こ
と

も
、
そ
の
規
範
内
容
と
し
て
含
む
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
学
校
は
、
教
育
過
程
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
実
現
す
る
た
め
に
、
表
明
さ
れ
た
子
ど
も
の

意
見
を
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
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料

あ
り
、
作
為
義
務
が
あ
る
以
上
、
子
ど
も
の
意
見
を
無
視
し
た
り
聞
き

流
し
た
り
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
の
は
も
と
よ
り
、
子
ど
も
の
意
見

に
沿
い
え
な
い
場
合
に
は
そ
の
旨
を
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
の
で
あ
る
。

資

、
子
ど
も
の
「
意
見
表
明
権
」
と
「
表
現
の
自
由
」
と
の
関
係

1
.
子
ど
も
の
権
利
条
約
一
一
一
一
条
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

「
一
、
児
童
は
、
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
の
権
利
を
有
す
る
。
こ
の
権

利
に
は
、
口
頭
、
手
書
き
若
し
く
は
印
刷
、
芸
術
の
形
態
又
は
自
ら

選
択
す
る
他
の
方
法
に
よ
り
、
国
境
と
の
か
か
わ
り
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
種
類
の
情
報
及
び
考
え
を
求
め
、
受
け
及
び
伝
え
る
自
由
を
含
む
。

一
一
、
一
の
権
利
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
二
疋
の
制
限
を
課
す
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
制
限
は
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
か

っ
、
次
の
目
的
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。

同
他
の
者
の
権
利
又
は
信
用
の
尊
重

川
国
の
安
全
、
公
の
秩
序
又
は
公
衆
の
健
康
若
し
く
は
道
徳
の
保

護
」
(
政
府
訳
)

2
.
こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
に
表
現
の
自
由
を
保
障
し
た
二
二
条
は
、
条

約
上
の
表
現
に
お
い
て
は
、
自
由
権
規
約
一
九
条
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で

あ
る
。
「
す
べ
て
の
者
」
に
表
現
の
自
由
を
保
障
し
た
同
一
九
条
に
な

ら
い
な
が
ら
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
一
一
一
一
条
が
一
一
一
条
に
引
き
続
い
て
、

表
現
の
自
由
条
項
を
設
け
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
審
議
経
過
に
お
い
て

で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
は
、
子
ど
も
の
自
律

(
g
e
g
g可
)
を
重
視
す
る
視
点
に

立
っ
て
、
子
ど
も
の
市
民
的
自
由
を
保
障
す
る
条
項
を
設
け
る
必
要
が

あ
る
こ
と
を
力
説
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
改
訂
草
案
七
条
に
、
次
の
よ
う
な

追
加
・
修
正
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
た
。
川
現
一
一
一
一
条
一
項
の
二
文

と
な
る
文
章
を
三
文
と
し
て
追
加
し
て
、
改
訂
草
案
七
条
が
表
現
の
自

由
に
関
す
る
権
利
を
含
む
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
削
現
一
一
一
一

条
二
項
と
な
る
文
章
を
二
項
と
し
て
お
こ
し
て
ー
、
こ
の
権
利
の
行
使
は

一
定
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。
削
「
締
約
国

は
、
子
ど
も
が
こ
の
権
利
を
行
使
す
る
に
あ
た
り
、
父
母
及
び
場
合
に

よ
り
法
定
保
護
者
が
子
ど
も
に
対
し
そ
の
発
達
し
つ
つ
あ
る
能
力
に
適

合
す
る
方
法
で
指
示
を
与
え
る
権
利
義
務
を
尊
重
す
る
」
と
の
文
章
を

三
項
と
し
て
付
加
す
る
こ
と
。

こ
の
う
ち
、
二
項
は
意
見
表
明
権
と
切
り
離
さ
れ
て
、
現
一
三
条
二

項
と
な
り
、
一
一
一
項
は
結
局
、
思
想
・
良
心
及
ぴ
信
教
の
自
由
を
定
め
る

現
一
四
条
の
二
項
に
引
き
継
が
れ
た
。

ま
た
、
東
ド
イ
ツ
(
当
時
)
が
、
表
現
の
自
由
の
制
約
事
由
と
し
て

「
子
ど
も
の
精
神
面
及
び
福
祉
面
の
保
護
」
を
付
加
す
る
よ
う
に
提
案
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し
た
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
、
そ
の
よ
う
な
制
約
は
、
自
由
権
規

約
一
九
条
に
は
見
ら
れ
ず
、
子
ど
も
に
の
み
そ
の
よ
う
な
制
約
を
謀
す

の
は
不
公
正
で
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
パ
タ
l
ナ
ル
な
色

彩
は
条
約
の
精
神
に
反
す
る
と
批
判
し
、
更
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
も
、
親
の

指
示
・
指
導
の
権
利
義
務
(
現
五
条
)
と
の
関
係
も
あ
り
、
東
ド
イ
ツ

の
提
案
は
余
分
で
あ
る
と
批
判
し
た
の
で
、
結
局
、
東
ド
イ
ツ
提
案
は

受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

3
.
以
上
の
審
議
経
過
か
ら
は
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

①
意
見
表
明
権
は
、
市
民
的
自
由
の
一
般
規
定
と
し
て
の
位
置
を
占
め

る
も
の
で
あ
る
。

②
表
現
の
自
由
と
そ
の
制
限
を
定
め
る
現
一
一
一
一
条
は
、
意
見
表
明
権
を

審
議
す
る
過
程
で
枝
分
か
れ
し
た
も
の
で
あ
る
。

③
意
見
表
明
は
表
現
の
自
由
の
保
障
と
密
接
に
関
係
が
あ
り
、
広
く
表

現
の
自
由
の
保
障
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
意
見
表
明
と
表

現
の
自
由
と
は
そ
の
機
能
す
る
場
面
が
分
け
ら
れ
て
い
る
。

④
表
現
の
自
由
は
、
国
に
よ
る
パ
タ
l
ナ
ル
な
制
約
を
許
容
し
な
い
趣

旨
で
あ
る
。

⑤
子
ど
も
が
意
見
表
明
権
や
表
現
の
自
由
を
行
使
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

親
の
指
示
・
指
導
の
権
利
義
務
(
現
五
条
)
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。

4
.
こ
の
よ
う
に
、
意
見
表
明
権
と
表
現
の
自
由
は
つ
な
げ
て
捉
え
ら
れ

て
お
り
、
と
も
に
子
ど
も
を
権
利
の
自
律
的
行
使
の
主
体
と
位
置
づ
け

て
い
る
。

子
ど
も
に
権
利
の
自
律
的
行
使
を
認
め
る
の
は
、
「
ま
ず
、
自
律
は

個
人
の
尊
厳
に
つ
ら
な
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
を
行
使
す
る
こ
と
自
体

に
価
値
を
有
し
て
い
る
。
子
ど
も
に
よ
る
権
利
の
自
律
的
行
使
は
、
常

に
子
ど
も
に
と
っ
て
適
切
な
結
果
を
も
た
ら
す
と
は
か
ぎ
ら
な
い
け
れ

ど
も
、
自
律
の
価
値
は
結
果
の
み
に
よ
っ
て
は
評
価
し
き
れ
な
い
蘭
を

有
し
て
い
る
。
つ
い
で
、
権
利
を
行
使
す
る
能
力
は
、
実
際
に
そ
れ
を

行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
く
と
い
う
面
を
有
し
て
い
る
。

極
端
な
場
合
に
は
、
そ
れ
が
誤
っ
て
行
使
さ
れ
た
と
思
え
て
も
、
そ
の

行
使
を
許
容
し
た
方
が
子
ど
も
の
将
来
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
こ
と
も

あ
り
う
る
」
(
米
沢
広
一
『
市
民
的
自
由
』
〔
石
川
稔
・
森
悶
明
繍
『
児

童
の
権
利
条
約
』
、
一
粒
社
〕
、
二
四
五
頁
)
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
ど
も
が
意
見
表
明
を
必
要
と
す
る
の
は
、
子

ど
も
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
柄
が
決
定
さ
れ
る
場
合
で
あ
り
、
そ
れ
以
外

の
場
合
に
は
、
表
現
の
自
由
が
意
見
表
明
を
そ
の
内
に
含
み
な
が
ら
保

障
さ
れ
る
こ
と
で
十
分
な
の
で
あ
る
。
(
※
)

そ
し
て
、
子
ど
も
の
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
は
、
親
の
指
示
・
指
導

に
よ
り
制
約
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
が
、
「
子
ど
も
の
精
神
面

場
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や
福
祉
面
の
保
護
」
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
国
が
パ
タ
l
ナ
ル
な
制
約

を
す
る
こ
と
は
許
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。
既
に
自
由
権
規
約
一
九
条
は
、

表
現
の
自
由
を
「
す
べ
て
の
者
」
に
保
障
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
表
現

の
自
由
を
も
保
障
し
て
い
た
が
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
は
こ
れ
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
制
約
事
由
も
お
と
な
と
同
じ
も
の
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
権
利
条
約
は
、
子
ど
も
が
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
も
、
お
と

な
と
全
く
同
一
の
制
約
事
由
に
し
か
服
さ
な
い
こ
と
を
明
示
し
た
の
で

あ
る
。

資

こ
う
し
て
、
子
ど
も
の
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
自
律

的
行
使
〉
親
の
指
示
・
指
導
の
行
使
V
国
に
よ
る
制
約
と
い
う
図
式
が

成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
学
校
に
お
い
て
も
、
学
内
に
お
け

る
子
ど
も
の
表
現
の
自
由
を
、
他
の
生
徒
・
教
職
員
の
学
習
や
教
育
の

遂
行
と
実
質
的
に
衝
突
す
る
場
合
に
限
り
そ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
制

約
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
精
神
的
・
政
治
的
な
理
由

あ
る
い
は
パ
タ
l
ナ
ル
な
理
由
か
ら
制
約
す
る
こ
と
は

i
内
在
的
な
制

約
と
い
う
名
目
で
あ
れ
|
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
一
一
一
一
条
二
項
が
「
法
律
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
」
と
の
限
定
を
付
し
て
い
る
の
は
、
表
現
の
自
由
に
対
し
て
、
法

律
に
基
づ
か
な
い
行
政
権
に
よ
る
制
限
を
排
除
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
解

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
優
越
的
地
位
を
占
め
る
表
現
の
自
由
に
対
し
て
、

「
国
の
安
全
、
公
の
秩
序
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
制
約
事
由
を
あ
げ
る

こ
と
に
は
本
質
的
な
疑
問
が
曲
さ
れ
て
い
る
。
条
約
の
文
言
は
憲
法
に

適
合
す
る
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
「
条
約
の
解
釈
論

と
し
て
は
、
例
制
の
制
約
事
由
は
す
べ
て
内
在
的
制
約
の
み
を
意
味
す

る
と
解
す
べ
き
こ
と
」
に
な
る
。
(
米
沢
広
一
、
前
掲
、
二
四
八
|
九

頁
。
)

四
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
法
的
効
力

1
.
先
に
一
、

8
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
の
権

利
条
約
は
、
一
九
九
四
年
五
月
一
一
一
一
日
か
ら
国
内
法
的
効
力
を
生
じ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

周
知
の
と
お
り
、
日
本
に
お
い
て
は
、
一
般
に
批
准
・
発
効
し
た
条

約
は
、
非
自
動
執
行
的
条
約
で
な
い
か
ぎ
り
、
特
段
の
立
法
措
置
を
必

要
と
し
な
い
で
、
圏
内
法
的
効
力
を
も
ち
(
自
動
執
行
的
効
力
国
民
r

o
H
S
E
一
個
)
、
国
の
法
体
系
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
条
約
と
圏
内
法
と
の
効
力
関
係
は
、
憲
法
と
の
関
係
で
は
、

憲
法
が
優
位
に
立
ち
、
法
律
と
の
関
係
で
は
、
条
約
の
国
会
承
認
や
憲

法
九
八
条
二
項
に
よ
り
条
約
が
優
位
す
る
と
の
考
え
が
、
政
府
・
裁
判

所
・
学
説
に
共
通
し
た
認
識
と
な
っ
て
い
る
。

司降
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2
.
し
か
し
、
右
の
よ
う
な
効
力
関
係
は
、
条
約
が
直
ち
に
、
個
人
の
国

に
対
す
る
請
求
の
根
拠
と
し
て
あ
る
い
は
国
の
行
為
の
違
法
性
を
争
う

根
拠
と
し
て
、
裁
判
所
で
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
意
味
し
な
い
。
条
約
の
圏
内
法
的
効
力
の
問
題
と
条
約
の
直
接
適

用
可
能
性

2
5
2
8
-
u
F
n急
医
き
の
問
題
と
は
区
別
し
て
扱
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
前
者
は
後
者
の
前
提
条
件
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら

で
あ
る
。
(
岩
沢
雄
司
『
条
約
の
園
内
適
用
可
能
性
』
〔
有
斐
閑
〕
、
二

八
一
|
二
八
六
頁
参
照
。
)

右
の
理
は
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
妥
当
す
る
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
の
直
接
適
用
可
能
性
は
、
条
文
の
文
言
・
内
容
の

明
確
性
と
具
体
性
、
条
文
上
の
義
務
の
性
格
、
具
体
的
ケ
I
ス
の
文
脈

の
中
で
の
関
連
圏
内
法
制
の
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
、
具
体

的
に
各
条
文
毎
に
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

条
文
の
文
言
・
内
容
の
明
確
性
と
具
体
性
は
、
規
定
の
文
一
一
吉
田
や
起
草

過
程
・
審
議
過
程
で
の
議
論
内
容
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
権
利
委
員

会
の
解
釈
・
見
解
や
、
関
連
す
る
国
際
人
権
条
約
(
と
く
に
、
二
つ
の

国
際
人
権
規
約
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
)
の
適
用
基
準
・
先
例
、
人

権
条
約
機
関
で
の
実
行
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
老
撮
し
て
見
定
め
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
条
文
上
の
義
務
の
性
格
は
、
国
内
的
実
施
義
務
が

権
利
の
即
時
的
実
現
の
義
務
か
漸
進
的
実
現
の
義
務
か
に
よ
っ
て
一
応

分
け
る
こ
と
が
で
き
、
前
者
で
あ
れ
ば
直
接
適
用
可
能
性
が
あ
る
と
さ

れ
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
お
け
る
諸
権
利
の
相
互
依
存

性
・
不
可
分
性
か
ら
す
る
と
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
分
け
る
こ
と
が
困
難

な
グ
レ
イ
ゾ
l
ン
的
な
権
利
も
多
く
、
そ
の
義
務
の
性
格
に
つ
い
て
な

お
裁
量
の
余
地
が
あ
る
の
で
、
後
者
で
あ
っ
て
も
直
接
適
用
可
能
な
こ

と
も
あ
り
、
画
一
的
に
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
。
(
今
井
直
『
子
ど
も

の
権
利
条
約
の
圏
内
裁
判
に
お
け
る
直
接
適
用
』
〔
『
国
際
人
権
』
六
号
、

信
山
社
〕
、
ニ
九
頁
。
)

い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
個
々
の
条
文
毎
に
、
そ

の
条
文
の
も
つ
射
程
距
離
を
慎
重
に
見
極
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

3
.
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
差
別
の
禁
止
を
命
ず
る

二
条
や
、
市
民
的
自
由
を
定
め
た
各
条
項
(
一
三
条
1
一
人
条
)
広
つ

い
て
は
、
自
由
権
規
約
と
同
様
に
、
即
時
的
で
あ
る
た
め
、
直
接
適
用

可
能
と
解
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
条
約
の
市
民
的
自
由
条
項
は
、
既
に
憲
法
上
保
障
さ
れ
て

い
る
人
権
を
よ
り
き
め
細
か
く
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
憲
法

に
準
ず
る
も
の
と
し
て
重
く
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
「
例
え
ば
国
際
人
権
規
約
違
反
の
具
体
的
措
置
を
適
用
違

憲
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
扱
う
べ
き
場
合
も
あ
り
う
る
」
(
佐
藤
幸
治

『
憲
法
』
〔
第
三
版
〕
〔
膏
林
書
院
〕
、
三
九
五
頁
)
の
で
あ
る
。

電接
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従
っ
て
、
子
ど
も
の
意
見
表
明
権
を
保
障
す
る
一
二
条
や
表
現
の
自

由
を
保
障
す
る
二
二
条
は
直
接
適
用
可
能
で
あ
り
、
具
体
的
措
置
が
条

約
違
反
と
し
て
無
効
と
な
る
可
能
性
も
お
こ
り
う
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
か
ぎ
り
で
、
そ
れ
ら
の
条
項
は
、
固
有
の
裁
判
規
範
性
を
有
す
る
規

定
と
し
て
機
能
し
う
る
の
で
あ
る
。

4
.
子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、
裁
判
規
範
と
し
て
直
接
適
用
可
能
な
場
合

だ
け
で
な
く
、
間
接
適
用
の
か
た
ち
で
、
権
利
条
約
の
趣
旨
や
内
容
を

裁
判
に
反
映
さ
せ
て
、
実
質
的
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

間
接
適
用
は
、
憲
法
そ
の
他
の
国
内
法
の
解
釈
に
際
し
て
、
そ
の
解

釈
原
理
・
指
針
と
し
て
、
あ
る
い
は
解
釈
の
正
当
性
の
根
拠
と
し
て
人

権
条
約
を
援
用
し
、
条
約
に
適
合
す
る
よ
う
に
憲
法
そ
の
他
の
囲
内
法

を
解
釈
・
適
用
し
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
解
釈
・
適
用
を
補
強
し
て
、

内
容
を
豊
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
援
用
さ
れ
る
国
際
人

権
基
準
が
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
問
題
で
は
な
い
。
そ
れ
自
体
と
し
て
は
法
的
拘
束
力
の
な
い
宣

言
や
未
だ
批
准
し
て
い
な
い
条
約
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
普
遍
性
と
具

体
性
を
も
っ
基
準
を
含
ん
で
い
る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
参
照
さ

れ
、
解
釈
の
正
当
性
を
補
強
す
る
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

資

国
際
人
権
法
の
発
展
に
よ
り
、
諸
外
国
で
も
、
人
権
条
約
援
用
の
シ

ス
テ
ム
と
し
て
間
接
適
用
が
一
般
的
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
日
本
で
も
、

条
約
の
間
接
適
用
は
よ
り
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。
既
に
、
後
に
も
ふ

れ
る
東
京
高
裁
一
九
九
三
年
六
月
二
一
二
日
決
定
は
、
非
嫡
出
子
の
相
続

分
の
差
別
を
違
憲
と
す
る
に
あ
た
っ
て
、
自
由
権
規
約
二
四
条
一
項
の

規
定
と
子
ど
も
の
権
利
条
約
二
条
二
項
の
「
精
神
」
を
老
議
し
て
い
る

(
『
判
例
時
報
』
、
一
四
六
五
号
、
五
五
頁
)
。

5
.
こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、
直
接
適
用
可
能
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
間
接
適
用
の
か
た
ち
で
実
質
的
に
裁
判
の
結
果
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
が
、
直
接
適
用
で
あ
れ
、

間
接
適
用
で
あ
れ
、
裁
判
所
の
判
決
に
お
い
て
援
用
さ
れ
た
事
例
は
極

め
て
稀
で
あ
る
。

日
本
の
裁
判
所
に
見
ら
れ
る
右
の
よ
う
な
傾
向
に
対
し
て
、
子
ど
も

の
権
利
条
約
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
「
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
」

(
Q自
民
5
0
E
Z
E
m
g
a岳
町
内
記
匡
)
は
、
向
条
約
四
四
条
に
基

づ
き
提
出
さ
れ
た
日
本
政
府
の
第
一
回
報
告
書
を
審
査
し
た
あ
と
、
一

九
九
八
年
六
月
五
日
に
採
択
し
た
「
日
本
政
府
に
対
す
る
総
括
所
見
」

(gpn-ES関
与
8
2邑
O
回
目
)
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
懸
念
と
勧
告

を
述
べ
て
い
る
。

「
委
員
会
は
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
が
園
内
法
に
優
先
し
か
っ
圏
内
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の
裁
判
所
で
援
用
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
、
裁
判
所
が

そ
の
判
決
の
中
で
、
国
際
人
権
条
約
一
般
、
特
に
子
ど
も
の
権
利
条
約

を
直
接
に
適
用
し
な
い
の
が
通
例
で
あ
る
こ
と
に
、
懸
念
を
も
っ
て
留

意
す
る
」
(
七
項
)
。

「
園
内
法
に
お
け
る
条
約
の
地
位
に
関
し
て
、
委
員
会
は
、
締
約
国

(
日
本
)
に
対
し
て
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
お
よ
び
そ
の
他
の
人
権
条

約
が
国
内
の
裁
判
所
で
援
用
さ
れ
た
事
例
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
・
を
、

次
回
の
定
期
報
告
に
お
い
て
提
供
す
る
よ
う
に
勧
告
す
る
」
(
二
九
条
)
。

裁
判
所
は
、
委
員
会
の
右
の
よ
う
な
懸
念
と
勧
告
に
応
え
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

五
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
批
准
前
の
「
意
見
表
明
権
」

一
般
に
条
約
は
批
准
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
園
内
法
的
効
力
を
有
し
、

圏
内
の
法
体
系
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
批
准
前
の

条
約
が
条
約
と
し
て
直
接
適
用
可
能
性
を
持
た
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
裁
判
所
が
そ
の
判
断
を
す
る
に
あ
た
っ

て
、
批
准
前
の
条
約
を
お
よ
そ
考
慮
せ
ず
、
何
ら
の
参
考
に
も
し
な
い

こ
と
を
意
味
し
な
い
。

既
に
四
、

4
で
述
べ
た
よ
う
に
、
憲
法
そ
の
他
の
園
内
法
の
解
釈
に

際
し
て
、
そ
の
解
釈
原
理
・
指
針
と
し
て
、
あ
る
い
は
解
釈
の
正
当
性

の
根
拠
と
し
て
条
約
を
援
用
す
る
場
合
に
は
、
援
用
さ
れ
る
条
約
が
法

的
拘
束
力
を
有
す
る
か
ど
う
か
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
問
題
で
は
な
く
、

未
だ
批
准
し
て
い
な
い
条
約
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
普
遍
性
と
具
体
性

を
も
っ
基
準
を
含
ん
で
い
る
な
ら
ば
、
考
慮
し
参
照
さ
れ
、
解
釈
の
正

当
性
を
補
強
す
る
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
実

際
に
も
、
前
述
の
東
京
高
裁
決
定
は
、
日
本
が
子
ど
も
の
権
利
条
約
を

未
だ
批
准
し
て
い
な
い
中
で
、
「
我
が
国
に
お
い
て
未
だ
批
准
し
て
い

な
い
も
の
の
、
近
々
批
准
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
児
童
の
権

利
に
関
す
る
条
約
」
二
条
二
項
の
精
神
等
に
か
ん
が
み
れ
ば
」
と
述
べ

て
、
明
日
に
批
准
前
の
条
約
の
間
接
適
用
を
行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
意
見
表
明
権
の
定
め
は
、
既
に
二
に
お
い
て
詳
述
し
た
よ

う
に
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
お
い
て
画
期
的
な
意
義
を
有
し
て
お
り
、

子
ど
も
の
権
利
の
自
律
的
行
使
の
さ
き
が
け
を
な
す
も
の
と
し
て
つ
と

に
広
く
承
認
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
未
だ
批
准
さ
れ
て
い
な
い

場
合
で
も
、
具
体
的
ケ
l
ス
の
文
脈
の
中
で
、
こ
れ
を
老
瞳
し
参
照
す

る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
ろ
う
。

2
.
ま
た
、
既
に
三
に
お
い
て
詳
述
し
た
よ
う
に
、
子
ど
も
の
意
見
表
明

権
は
、
子
ど
も
の
表
現
の
自
由
の
保
障
の
一
環
で
あ
り
、
二
つ
は
つ
な

げ
て
一
体
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
子
ど
も
が
意
見
表
明
を
必
要
と

• 
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料

す
る
の
は
子
ど
も
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
柄
が
決
定
さ
れ
る
場
合
で
あ
り
、

こ
の
場
合
も
含
め
て
広
く
表
現
の
自
由
の
保
障
が
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
既
に
自
由
権
規
約
一
九
条
は
、
表
現
の
自
由
を
「
す
べ
て

の
者
」
に
保
障
し
て
お
り
、
子
ど
も
に
も
表
現
の
自
由
は
保
障
さ
れ
て

い
た
。
子
ど
も
の
権
利
条
約
は
こ
れ
を
確
認
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
あ
る

か
ら
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
が
未
だ
批
准
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、

同
趣
旨
の
自
由
権
規
約
が
既
に
批
准
さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
の
コ
ロ
ラ

リ
ー
と
し
て
内
に
含
ま
れ
て
い
る
意
見
表
明
権
を
、
具
体
的
ケ
l
ス
の

文
脈
の
中
で
、
こ
れ
を
老
議
し
参
照
す
る
こ
と
は
何
ら
差
し
支
え
な
い

資

の
で
あ
る
0

3.
の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も
の
意
見
表
明
権
や
表
現
の
自
由
は
、
子
ど
も

の
権
利
条
約
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
認
め
ら
れ
た
権
利
・
自
由
で
は
な
く
、

も
と
も
と
、
日
本
に
お
い
て
は
、
憲
法
一
二
条
や
一
三
条
及
、
ぴ
教
育
基

本
法
一
条
に
よ
っ
て
も
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

子
ど
も
を
自
律
に
向
か
う
存
在
と
し
て
承
認
し
、
権
利
の
自
律
的
行
使

を
認
め
る
と
い
う
考
え
方
ゃ
、
子
ど
ち
の
人
格
に
か
か
わ
る
事
項
に
つ

い
て
の
決
定
過
程
に
子
ど
も
自
身
を
参
加
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
は
、

憲
法
や
教
育
基
本
法
に
既
に
合
意
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
(
憲
法
学

の
立
場
か
ら
は
、
佐
藤
幸
治
『
子
ど
も
の
「
人
権
」
と
は
』
〔
『
自
由
と

正
義
』
三
八
巻
六
号
〕
、
九
頁
。
教
育
法
学
の
立
場
か
ら
は
、
勝
野
尚

行
『
子
ど
も
の
権
利
条
約
と
学
校
参
加
』
、
法
律
文
化
社
、
三
五
三
頁

以
下
。
)
自
律
の
尊
重
は
、
現
実
の
自
律
に
の
み
着
目
す
る
の
で
は
な

く
、
自
律
に
向
け
て
の
過
程
(
自
己
形
成
過
程
)
に
ま
で
広
げ
て
、
動

的
に
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。
子
ど
も
は
自
律
に
向
け
て
の
能
力
を
培

う
過
程
に
あ
り
、
自
律
を
助
長
促
進
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
国
は

子
ど
も
の
自
律
の
現
実
化
の
過
程
を
妨
げ
る
障
害
を
除
去
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
自
律
の
過
程
に
必
要
な
条
件
を
積
極
的
に
充
足
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
子
ど
も
の
人
格
に
か
か
わ
る
事
項
の
決
定
過
程
に

子
ど
も
自
身
を
参
加
さ
せ
て
そ
の
意
見
を
表
明
さ
せ
る
こ
と
は
、
自
律

の
過
程
に
必
要
な
不
可
欠
の
条
件
と
し
て
、
憲
法
が
保
障
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
も
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
子
ど
も
の
意
見
表
明
権
は
、
子
ど
も
の
権
利
条
約

に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
創
設
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、
条
約
の
批
准
前
に
お
い
て
も
、
裁
判
に
あ
た
っ
て
こ
れ
を

老
議
し
参
照
す
る
こ
と
を
拒
む
理
由
は
ど
こ
に
も
な
い
。

(
※
)
マ
リ
ェ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
、
リ
ユ
ッ
カ

l
・
パ
ば
ル
(
豆
〉
掬
制
'

見
〉
Z
A

川。一同ω関
口
同
開
局
e

回
〉
回
国
州
)
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
の
は
、
そ
の
点
で
も
注
目
に
値
す
る
。

J 
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「
条
約
一
一
一
条
は
、
表
現
の
自
由
の
領
域
に
お
い
て
特
別
の
場

を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
は
子
ど
も
に
、
家
族
や
社
会
生
活
に
お

け
る
よ
り
積
極
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
子
ど
も
を
押
し
進
め

る
こ
と
を
保
障
し
、
伝
統
的
な
言
論
の
自
由
に
よ
っ
て
通
常
は

提
案
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
保
障
を
認
め
て
い
る
。
大
切

な
こ
と
は
、
一
二
条
を
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
背
景
と
切
り
離

さ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
条
項
は
そ
の
文
脈
を
は
ず
れ
て
読

ま
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
・
:
未
成
年
者
は
、
子
ど
も
の
最
善
の

利
益
と
合
致
し
た
方
法
で
、
か
つ
表
現
の
自
由
と
い
う
条
件
の

中
で
、
そ
の
参
加
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
」

(
d
H
O
E
S自
由
民
。
ロ
同

H
Z
E
E
-
o同

B
E
g
-日
z
z
a
p
-
8・

-
3
3
 

(
な
お
、
※
部
分
は
、
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
に
あ
た
り
、
念

の
た
め
に
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
)

〔
追
記
〕

脱
稿
後
、
国
連
・
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
に
お
け
る
第
一
回

日
本
政
府
報
告
書
の
審
査
会
審
議
録
(
門
担
υ

、-Cω
河
・
怠
品
)
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ヵ
!
プ
議
長
は
日

本
政
府
に
対
す
る
質
問
の
中
で
、
子
ど
も
の
意
見
の
尊
重
に
関

し
て
、
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
行
な
っ
て
い
る
。

「
確
か
に
:
・
子
ど
も
の
望
み
を
受
け
入
れ
る
の
は
義
務
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。
子
ど

も
の
意
見
を
聴
く
と
い
う
こ
と
は
そ
の
意
見
を
本
当
に
考
慮
に

入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
自
分
の
意
見
が
考
慮
に
入
れ
ら

れ
た
と
い
う
保
証
を
子
ど
も
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
と
く
に
子
ど
も
の
考
え
方
が
受
け
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
子
ど
も
の
意
見
を
聴
い
て
そ
の
意
見

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
子
ど
も
に
対

し
、
そ
の
意
見
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
を
説
明
す
る

の
が
義
務
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
気
に

入
ら
な
い
決
定
を
受
け
入
れ
や
す
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
わ
り
の
人
が
自
分
の
意
見
を
考
慮
し
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と

を
ま
ず
理
解
し
、
彼
ら
に
は
理
由
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
次

に
理
解
す
れ
ば
、
つ
ま
り
、
子
ど
も
は
合
理
的
な
人
間
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
う
い
う
形
で
対
話
を
作
り
出
す
こ
と
は
、
子

ど
も
の
意
見
を
聴
く
と
い
う
原
則
を
本
当
に
遂
行
す
る
唯
一
の

方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
」
(
審
議
録
(
二
)
一
一
三
七
)
(
詳
し
く

は
、
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
こ
れ
か
ら
』
二
五
四
頁
、
エ
イ

デ
ル
研
究
所
、
一
九
九
九
年
)

拳
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